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料

　

�
フ
ラ
ン
ス
少
年
刑
事
司
法
法
典
―
二
〇
一
九
年

九
月
一
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
〇
一
九
―

九
五
〇
号
―
（
二
）

フ
ラ
ン
ス
刑
事
立
法
研
究
会
（
訳
）

　
　
　

は
し
が
き

　
　
　

少
年
刑
事
司
法
法
典

　
　
　

前
文

　
　
　
　

序
編
：
少
年
刑
事
司
法
の
一
般
原
則

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

少
年
に
適
用
さ
れ
る
刑
法
の
一
般
原
則
（
第
Ｌ
．
一
一
―

一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
一
―
五
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

少
年
に
適
用
さ
れ
る
刑
事
手
続
の
一
般
原
則
（
第
Ｌ
．
一

二
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
二
―
六
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：
通
則
（
第
Ｌ
．
一
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
三
―
四
条
）

　
　
　

第
１
部
：
教
育
的
措
置
及
び
刑
罰

　
　
　
　

第
１
編
：
教
育
的
措
置

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

通
則（
第
Ｌ
．
一
一
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
一
一
―
六
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

司
法
上
の
教
育
的
措
置
（
第
Ｌ
．
一
一
二
―
一
条
乃
至
第

（87－1－37）

Ｌ
．
一
一
二
―
一
五
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

収
容
制
度
（
第
Ｌ
．
一
一
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
一
三

―
七
条
）

　
　
　
　

第
２
編
：
刑
罰

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

科
さ
れ
る
刑
罰
（
第
Ｌ
．
一
二
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一

二
一
―
七
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

所
定
の
刑
罰
の
内
容
及
び
適
用
態
様
（
第
Ｌ
．
一
二
二
―

一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
二
二
―
六
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

刑
罰
の
宣
告
（
第
Ｌ
．
一
二
三
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
一
二

三
―
二
条
）

　
　
　
　
　

第
４
章
：�

拘
禁
制
度
（
第
Ｌ
．
一
二
四
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
一
二
四

―
二
条
）�

（
以
上
八
六
巻
四
号
）

　
　
　

第
２
部
：
関
与
者
の
専
門
化

　
　
　
　

第
１
編
：
検
察
官

　
　
　
　
　

単
独
章
（
第
Ｌ
．
二
一
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
二
一
一
―
三
条
）

　
　
　
　

第
２
編
：
予
審
判
事

　
　
　
　
　

単
独
章
（
第
Ｌ
．
二
二
一
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
二
二
一
―
三
条
）

　
　
　
　

第
３
編
：
判
決
裁
判
所

　
　
　
　
　

単
独
章
（
第
Ｌ
．
二
三
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
二
三
一
―
一
〇
条
）

　
　
　
　

第
４
編
：
少
年
司
法
保
護
局

　
　
　
　
　

単
独
章
（
第
Ｌ
．
二
四
一
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
二
四
一
―
二
条
）
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第
３
部
：
刑
事
手
続
の
各
段
階
に
共
通
す
る
規
定

　
　
　
　

第
１
編
：
援
護
及
び
情
報
提
供
に
関
す
る
少
年
の
権
利

　
　
　
　
　

単
独
章
（
第
Ｌ
．
三
一
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
三
一
一
―
五
条
）

　
　
　
　

第
２
編
：
調
査
及
び
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置

　
　
　
　
　

第
１
章
：
通
則
（
第
Ｌ
．
三
二
一
―
一
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�
少
年
の
人
格
に
関
す
る
調
査
（
第
Ｌ
．
三
二
二
―
一
条
乃

至
第
Ｌ
．
三
二
二
―
一
〇
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
（
第
Ｌ
．
三
二
三
―
一

条
乃
至
第
Ｌ
．
三
二
三
―
三
条
）

　
　
　
　

第
３
編
：
保
安
処
分

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

司
法
統
制
処
分
（
第
Ｌ
．
三
三
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
三

三
一
―
七
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

少
年
の
た
め
の
裁
判
機
関
の
令
状
執
行
（
第
Ｌ
．
三
三
二

―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
三
三
二
―
二
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

電
子
監
視
付
居
住
指
定
（
第
Ｌ
．
三
三
三
―
一
条
及
び
第

Ｌ
．
三
三
三
―
二
条
）

　
　
　
　
　

第
４
章
：�

勾
留（
第
Ｌ
．
三
三
四
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
三
三
四
―
五
条
）

�

（
以
上
本
号
）

　
　
　

第
４
部
：
判
決
前
手
続

　
　
　
　

第
１
編
：
被
疑
少
年
の
尋
問

　
　
　
　
　

第
１
章
：
総
則
（
第
Ｌ
．
四
一
一
―
一
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

任
意
出
頭
に
よ
る
尋
問
（
第
Ｌ
．
四
一
二
―
一
条
及
び
第

Ｌ
．
四
一
二
―
二
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

留
置
及
び
警
察
留
置
（
第
Ｌ
．
四
一
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．

四
一
三
―
一
五
条
）

　
　
　
　

第
２
編
：
公
訴

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

総
則
（
第
Ｌ
．
四
二
一
―
一
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

訴
追
代
替
手
段
及
び
刑
事
和
解
（
第
Ｌ
．
四
二
二
―
一
条

乃
至
第
Ｌ
．
四
二
二
―
四
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

公
訴
提
起
（
第
Ｌ
．
四
二
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
四
二
三

―
一
三
条
）

　
　
　
　

第
３
編
：
司
法
上
の
調
査

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

情
報
提
供
及
び
法
定
代
理
人
の
召
喚
（
第
Ｌ
．
四
三
一
―

一
条
乃
至
第
Ｌ
．
四
三
一
―
三
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

司
法
上
の
措
置
と
し
て
の
教
育
的
調
査
及
び
一
時
的
な
司

法
上
の
教
育
的
措
置
（
第
Ｌ
．
四
三
二
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．

四
三
二
―
二
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

保
安
処
分
（
第
Ｌ
．
四
三
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
四
三
三

―
八
条
）

　
　
　
　
　

第
４
章
：�

司
法
上
の
調
査
の
終
結
（
第
Ｌ
．
四
三
四
―
一
条
乃
至
第

Ｌ
．
四
三
四
―
一
一
条
）

　
　
　
　
　

第
５
章
：�

予
審
中
及
び
予
審
後
に
宣
告
さ
れ
る
命
令
に
対
す
る
抗
告
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（
第
Ｌ
．
四
三
五
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
四
三
五
―
二
条
）

　
　
　

第
５
部
：
判
決

　
　
　
　

第
１
編
：
総
則

　
　
　
　
　

第
１
章
：
審
理
（
第
Ｌ
．
五
一
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
五
一
一
―
五
条

　
　
　
　
　

第
２
章
：
私
訴（
第
Ｌ
．
五
一
二
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
五
一
二
―
四
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�
審
理
の
公
開
（
第
Ｌ
．
五
一
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
五
一

三
―
四
条
）

　
　
　
　

第
２
編
：
判
決
手
続

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

少
年
係
判
事
及
び
少
年
裁
判
所
の
判
決
（
第
Ｌ
．
五
二
一

―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
五
二
一
―
二
七
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：
少
年
重
罪
法
院
の
判
決
（
第
Ｌ
．
五
二
二
―
一
条
）

　
　
　
　

第
３
編
：
上
訴
手
段

　
　
　
　
　

第
１
章
：
控
訴（
第
Ｌ
．
五
三
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
五
三
一
―
四
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：
故
障
申
立
（
第
Ｌ
．
五
三
二
―
一
条
）

　
　
　

第
６
部
：
教
育
的
措
置
及
び
刑
罰
の
適
用
及
び
執
行

　
　
　
　

第
１
編
：
教
育
的
措
置
及
び
刑
罰
の
適
用

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

教
育
的
措
置
及
び
刑
罰
を
適
用
す
る
裁
判
機
関
（
第
Ｌ
．

六
一
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
六
一
一
―
九
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

刑
罰
適
用
の
審
理
（
第
Ｌ
．
六
一
二
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．

六
一
二
―
四
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：
留
置
制
度

（87－1－39）

　
　
　
　

第
２
編
：
刑
の
修
正

　
　
　
　
　

単
独
章
：（
第
Ｌ
．
六
二
一
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
六
二
一
―
二
条
）

　
　
　
　

第
３
編
：
前
科
簿
及
び
そ
の
他
の
記
録
簿

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

前
科
簿
（
第
Ｌ
．
六
三
一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
六
三
一
―

四
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

性
犯
罪
ま
た
は
暴
力
犯
罪
行
為
者
の
自
動
化
さ
れ
た
全
国

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
第
Ｌ
．
六
三
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
六

三
三
―
四
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�

テ
ロ
犯
罪
行
為
者
の
自
動
化
さ
れ
た
全
国
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
第
Ｌ
．
六
三
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
六
三
三
―
四
条
）

　
　
　
　
　

第
４
章
：
前
歴
フ
ァ
イ
ル
（
第
Ｌ
．
六
三
四
―
一
条
）

　
　
　

第
７
部
：
海
外
県
に
関
す
る
規
定

　
　
　
　

第
１
編
：�

グ
ア
ド
ル
ー
プ
、
仏
領
ギ
ア
ナ
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
、
マ
ヨ
ッ

ト
、
レ
ユ
ニ
オ
ン
、
サ
ン
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
、
サ
ン
マ
ル
タ
ン
、

サ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
ク
ロ
ン
に
関
す
る
特
別
規
定

　
　
　
　
　

第
１
章
：�

マ
ヨ
ッ
ト
に
関
す
る
特
別
規
定
（
第
Ｌ
．
七
一
一
―
一
条

乃
至
第
Ｌ
．
七
一
一
―
三
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

サ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
ク
ロ
ン
に
関
す
る
特
別
規
定
（
第
Ｌ
．

七
一
二
―
一
条
）

　
　
　
　

第
２
編
：�

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
及
び
、
ウ
ォ
リ

ス
・
フ
ツ
ナ
島
に
適
用
さ
れ
る
規
定
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第
１
章
：�

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
適
用
さ
れ
る
規
定
（
第
Ｌ
．
七
二

一
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
七
二
一
―
五
条
）

　
　
　
　
　

第
２
章
：�

仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
適
用
さ
れ
る
規
定
（
第
Ｌ
．
七
二
二

―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
七
二
二
―
三
条
）

　
　
　
　
　

第
３
章
：�
ウ
ォ
リ
ス
・
フ
ツ
ナ
島
に
適
用
さ
れ
る
規
定
（
第
Ｌ
．
七

二
三
―
一
条
及
び
第
Ｌ
．
七
二
三
―
三
条
）

第
２
部
：
関
与
者
の
専
門
化

第
１
編
：
検
察
官

単
独
章

第
Ｌ
．
二
一
一
―
一
条

第
Ｌ
．
一
二
―
二
条
に
反
し
、
緊
急
ま
た
は
障
害
の
あ
る
場
合
、

特
別
に
指
名
さ
れ
る
検
察
官
は
、
権
限
の
範
囲
で
、
彼
ら
が
職
務
を

行
っ
て
い
る
組
織
の
す
べ
て
の
検
察
官
に
よ
り
代
替
さ
れ
う
る
。

第
Ｌ
．
二
一
一
―
二
条

①�

管
轄
内
に
少
年
裁
判
所
を
も
つ
司
法
裁
判
所
付
の
共
和
国
検
事

は
、
刑
事
訴
訟
法
第
六
二
八
―
一
条
、
第
七
〇
四
条
乃
至
第
七

〇
五
―
一
条
、
第
七
〇
六
―
二
条
、
第
七
〇
六
―
一
七
条
、
第

七
〇
六
―
七
二
―
一
条
及
び
第
七
〇
六
―
一
六
八
条
を
除
き
、

少
年
に
よ
り
行
わ
れ
た
犯
罪
の
訴
追
の
た
め
の
管
轄
権
限
を
有

す
る
。

②�

但
し
、
第
一
項
に
規
定
さ
れ
る
共
和
国
検
事
に
即
時
に
緊
急
活

動
に
関
す
る
意
見
を
示
し
、
直
ち
に
手
続
を
放
棄
す
る
と
い
う

条
件
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
四
三
条
の
適
用
の
下
、
管

轄
権
を
有
す
る
共
和
国
検
事
は
、
調
査
及
び
訴
追
の
た
め
の
緊

急
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

③�

少
年
が
一
人
ま
た
は
複
数
の
成
人
と
と
も
に
訴
追
さ
れ
た
場

合
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
四
三
条
の
適
用
の
下
、
管
轄
権
限
を
有

す
る
共
和
国
検
事
は
、
前
項
の
規
定
に
従
い
、
予
審
の
開
始
を

含
め
調
査
及
び
訴
追
の
た
め
の
緊
急
活
動
を
行
う
。
当
該
共
和

国
検
事
が
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
九
三
条
乃
至
第
三
九
七
―
一
―

一
条
に
規
定
さ
れ
る
手
続
に
従
い
ま
た
は
直
接
召
喚
の
方
法
に

よ
っ
て
成
人
を
訴
追
す
る
場
合
、
当
該
共
和
国
検
事
は
、
少
年

に
関
す
る
特
別
な
書
類
を
作
成
し
、
少
年
裁
判
所
の
所
在
す
る

裁
判
所
付
の
共
和
国
検
事
に
当
該
書
類
を
送
付
す
る
。

第
Ｌ
．
二
一
一
―
三
条

法
律
に
よ
り
訴
追
が
行
政
機
関
に
留
保
さ
れ
て
い
る
刑
法
犯
の
場

合
、
共
和
国
検
事
は
、
当
事
者
で
あ
る
行
政
機
関
の
事
前
の
告
訴
に

基
づ
き
、
少
年
に
対
す
る
訴
追
を
行
う
唯
一
の
資
格
を
有
す
る
。

（法政研究 87－1－40）
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第
２
編
：
予
審
判
事

単
独
章

第
Ｌ
．
二
二
一
―
一
条

第
Ｌ
．
二
一
一
―
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
適
用
の
下
、
刑
事

訴
訟
法
典
第
四
三
条
に
従
い
管
轄
権
を
有
す
る
共
和
国
検
事
が
、
少

年
裁
判
所
の
な
い
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
予
審
を
開
始
す
る
場
合
、

予
審
判
事
は
予
審
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
緊
急
の
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
が
、
当
該
判
事
は
、
予
審
を
開
始
さ
れ
た
少
年
に
対
し
て
も

成
人
に
対
し
て
も
、
少
年
裁
判
所
の
あ
る
司
法
裁
判
所
の
予
審
判
事

の
た
め
に
直
ち
に
管
轄
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

第
Ｌ
．
二
二
一
―
二
条

司
法
上
の
予
審
が
、
少
年
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
と
は
異

な
る
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
開
始
さ
れ
る
場
合
、
予
審
判
事
は
、
同

様
に
、
共
和
国
検
事
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
少
年
の
居
住
地
を
管

轄
す
る
少
年
裁
判
所
付
の
予
審
判
事
の
た
め
に
、
管
轄
権
を
放
棄
し

う
る
。

第
Ｌ
．
二
二
一
―
三
条

裁
判
所
組
織
法
典
第
Ｌ
．
三
一
二
―
六
条
に
記
載
さ
れ
る
、
少
年

保
護
を
委
託
さ
れ
る
控
訴
院
裁
判
官
は
、
少
年
が
関
与
す
る
事
件
に

関
す
る
予
審
部
の
構
成
員
と
し
て
籍
を
置
く
。

第
３
編
：
判
決
裁
判
所

単
独
章

第
Ｌ
．
二
三
一
―
一
条

刑
事
訴
訟
法
典
第
六
二
八
―
一
条
、
第
七
〇
六
―
一
七
条
、
第
七

〇
六
―
二
七
条
、
第
七
〇
六
―
七
二
―
一
条
及
び
第
七
〇
六
―
一
六

八
条
の
規
定
を
除
き
、
少
年
の
た
め
の
判
決
裁
判
所
の
管
轄
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

一�　

少
年
の
居
住
地
、
ま
た
は
、
少
年
の
親
も
し
く
は
法
定
代
理

人
の
居
住
地
、

二　

少
年
が
一
時
的
ま
た
は
終
局
的
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
所
、

三　

犯
罪
地
、

四　

少
年
が
発
見
さ
れ
た
場
所
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
二
条

少
年
係
判
事
は
、
以
下
の
事
物
管
轄
を
有
す
る
。

一　

少
年
に
よ
り
行
わ
れ
た
第
五
級
違
警
罪
及
び
軽
罪
、

二�　

第
一
号
に
規
定
さ
れ
る
犯
罪
と
結
合
し
て
い
る
、
少
年
に
よ

り
行
わ
れ
た
第
一
級
乃
至
第
四
級
違
警
罪
。
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資　料

42

第
Ｌ
．
二
三
一
―
三
条

少
年
裁
判
所
は
、
以
下
の
事
物
管
轄
を
有
す
る
。

一�　

一
三
歳
以
上
の
少
年
に
よ
り
行
わ
れ
た
第
五
級
違
警
罪
及
び

軽
罪
、

二　

一
六
歳
未
満
の
少
年
に
よ
り
行
わ
れ
た
重
罪
、

三�　

第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
犯
罪
と
結
合
し
て
い

る
、
少
年
に
よ
り
行
わ
れ
る
第
一
級
乃
至
第
四
級
違
警
罪
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
四
条

①�

少
年
裁
判
所
が
開
廷
さ
れ
る
場
合
、
少
年
裁
判
所
は
、
裁
判
長

で
あ
る
少
年
係
判
事
、
及
び
、
裁
判
所
組
織
法
典
第
Ｌ
．
二
五

一
―
四
条
の
規
定
に
従
い
選
出
さ
れ
る
二
人
の
陪
席
か
ら
構
成

さ
れ
る
。

②�

但
し
、
手
続
の
期
間
及
び
重
要
性
が
そ
れ
を
必
要
と
す
る
場
合
、

少
年
裁
判
所
は
、
二
人
の
陪
席
判
事
に
、
一
人
ま
た
は
複
数
の

補
充
陪
席
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
補
充
陪
席
は
、
審
判
に

立
ち
会
う
。
補
充
陪
席
は
、
少
年
裁
判
所
裁
判
長
が
認
め
る
陪

席
の
障
害
の
場
合
に
の
み
、
評
議
に
参
加
す
る
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
五
条

少
年
裁
判
所
の
審
理
の
回
数
及
び
日
、
並
び
に
、
こ
れ
ら
の
審
理

の
予
測
的
構
成
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
九
九
条
の
規
定
に
従
い
決

定
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
六
条

裁
判
所
組
織
法
典
第
Ｌ
．
三
一
二
―
六
条
に
規
定
さ
れ
る
控
訴
院

少
年
特
別
部
は
、
以
下
に
対
し
て
形
成
さ
れ
る
控
訴
を
管
轄
す
る
。

一　

少
年
係
判
事
及
び
少
年
裁
判
所
の
決
定
、

二　

少
年
に
対
し
下
さ
れ
た
違
警
罪
裁
判
所
の
判
決
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
七
条

本
法
典
規
定
の
留
保
の
下
、
重
罪
法
院
に
関
す
る
刑
事
訴
訟
法
典

の
諸
規
定
は
、
少
年
重
罪
法
院
に
適
用
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
八
条

①�

少
年
重
罪
法
院
は
、
重
罪
法
院
の
所
在
地
に
お
い
て
、
重
罪
法

院
の
開
廷
期
中
に
開
廷
さ
れ
る
。

②�
開
廷
期
の
全
て
の
重
罪
被
告
人
が
少
年
重
罪
法
院
に
移
送
さ
れ

る
場
合
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
二
八
八
条
乃
至
第
二
九
二
条
の
規

定
に
従
い
、
当
該
裁
判
所
に
よ
っ
て
手
続
が
追
行
さ
れ
る
。
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③�

前
項
の
場
合
を
除
き
、
少
年
重
罪
法
院
の
陪
審
は
、
重
罪
法
院

に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ト
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
陪
審

員
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。

④�

前
項
の
規
定
を
除
き
、
少
年
重
罪
法
院
院
長
及
び
少
年
重
罪
法

院
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
の
諸
規
定
に
よ
り
重
罪
法
院
院
長
及
び

法
院
に
割
り
当
て
ら
れ
る
権
限
を
そ
れ
ぞ
れ
行
使
す
る
。

⑤�

検
察
の
職
務
は
、
少
年
の
事
件
に
つ
い
て
特
別
に
任
を
負
う
検

事
長
ま
た
は
検
察
官
に
よ
り
遂
行
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
九
条

①�

少
年
重
罪
法
院
は
、
一
六
歳
以
上
の
少
年
に
よ
り
行
わ
れ
た
重

罪
に
つ
き
管
轄
権
を
有
す
る
。

②�

少
年
重
罪
法
院
は
、
同
様
に
、
一
六
歳
以
上
の
少
年
に
よ
り
行

わ
れ
た
重
罪
と
、
以
下
の
犯
罪
が
結
合
す
る
か
、
ま
た
は
、
不

可
分
な
一
体
性
を
形
成
す
る
場
合
に
も
管
轄
権
を
有
す
る
。

一�　

少
年
が
一
六
歳
の
年
齢
に
到
達
す
る
前
に
本
人
に
よ
り
行
わ

れ
た
重
罪
及
び
軽
罪
、

二�　

成
人
し
て
か
ら
本
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
重
罪
及
び
軽
罪
、

三�　

成
人
の
共
同
正
犯
者
ま
た
は
共
犯
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
重
罪

及
び
軽
罪
。

第
Ｌ
．
二
三
一
―
一
〇
条

少
年
重
罪
法
院
の
二
名
の
陪
席
は
、
不
可
能
な
場
合
を
除
き
、
控

訴
院
管
轄
に
属
す
る
少
年
係
判
事
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
。

第
４
編
：
少
年
司
法
保
護
局

単
独
章

第
Ｌ
．
二
四
一
―
一
条

①�

本
法
典
の
適
用
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
決
定
の
実
施
は
、
別

途
規
定
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
少
年
司
法
保
護
局
の
機
関
及
び

施
設
に
委
託
さ
れ
る
。

②�

少
年
司
法
保
護
局
の
機
関
及
び
施
設
の
職
員
、
並
び
に
、
認
可

さ
れ
た
民
間
の
職
員
は
、
本
法
典
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
職
務
の

遂
行
に
あ
た
り
、
守
秘
義
務
を
負
う
。

第
Ｌ
．
二
四
一
―
二
条

①�

同
一
の
少
年
に
関
す
る
複
数
の
措
置
を
本
法
典
の
資
格
に
お
い

て
同
時
に
ま
た
は
順
次
的
に
付
託
さ
れ
る
少
年
司
法
保
護
局
の

機
関
及
び
施
設
の
職
員
、
並
び
に
、
認
可
さ
れ
た
民
間
の
職
員

は
、
相
互
に
、
当
該
少
年
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
、
当
該
情
報
が
、
少
年
の
ケ
ア
、

司
法
上
の
監
督
、
ま
た
は
、
少
年
の
経
歴
の
継
続
性
に
対
し
厳
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格
な
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
条
件
の
下
に
お
い
て
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
職
員
は
、
同
じ
く
、
同
様
の
条
件
の
下
、
同
一

の
少
年
に
関
し
、
児
童
保
護
の
名
目
で
介
入
す
る
機
関
と
情
報

を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②�

こ
れ
ら
の
職
員
は
同
様
に
、
少
年
が
委
託
さ
れ
て
い
る
ま
た
は

少
年
の
就
学
に
関
与
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
に
、
少
年
ま
た
は
少
年

が
接
触
す
る
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
知
悉
が
必
要

不
可
欠
と
な
る
要
素
に
つ
き
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
３
部
：
刑
事
手
続
の
各
段
階
に
共
通
す
る
規
定

第
１
編
：
援
護
及
び
情
報
提
供
に
関
す
る
少
年
の
権
利

単
独
章

第
Ｌ
．
三
一
一
―
一
条

①�

法
定
代
理
人
は
、
検
察
官
に
よ
り
、
ま
た
は
、
事
案
に
応
じ
て
、

予
審
裁
判
所
も
し
く
は
判
決
裁
判
所
に
よ
り
、
少
年
に
対
し
て

と
ら
れ
た
決
定
を
通
知
さ
れ
る
。

②�

当
該
通
知
は
、
別
途
規
定
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
方

法
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
。

③�

少
年
は
そ
の
法
定
代
理
人
に
よ
り
次
の
段
階
に
お
い
て
援
助
さ

れ
る
権
利
を
有
す
る
。

一　

手
続
の
段
階
で
の
各
審
問
、

二�　

聴
聞
ま
た
は
尋
問
を
行
う
官
憲
が
、
援
助
さ
れ
る
こ
と
が
少

年
の
優
越
的
利
益
と
な
り
、
か
つ
、
法
定
代
理
人
の
存
在
が
、

手
続
の
妨
害
を
惹
起
し
な
い
と
評
価
す
る
場
合
、
聴
聞
ま
た
は

尋
問
。
調
査
中
、
少
年
の
聴
聞
ま
た
は
尋
問
が
、
法
定
代
理
人

な
し
に
開
始
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
へ
通
知
さ
れ
た
と
き

か
ら
数
え
て
二
時
間
を
経
過
し
た
後
で
あ
る
。

④�

少
年
の
法
定
代
理
人
は
、
少
年
の
た
め
の
裁
判
機
関
の
あ
ら
ゆ

る
審
問
、
並
び
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
聴
聞
及
び
尋
問
に
召
喚

さ
れ
る
。

⑤�

法
定
代
理
人
へ
の
通
知
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
少
年
の
援

助
が
不
可
能
で
あ
る
か
ま
た
は
望
ま
し
く
な
い
場
合
、
本
法
典

に
よ
り
規
定
さ
れ
る
場
合
及
び
方
法
に
従
い
、
前
四
項
に
規
定

さ
れ
る
通
知
は
適
切
な
成
人
へ
伝
達
さ
れ
、
少
年
は
当
該
成
人

に
よ
り
援
助
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
一
一
―
二
条

①�

以
下
の
場
合
、
少
年
が
享
受
す
る
権
利
の
通
知
が
親
権
保
持
者

に
交
付
さ
れ
ず
、
か
つ
、
少
年
は
親
権
保
持
者
に
よ
り
援
助
さ

れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、

一　

少
年
の
優
越
的
利
益
に
反
す
る
場
合
、

二�　

適
切
な
努
力
が
払
わ
れ
た
後
、
い
か
な
る
親
権
保
持
者
と
も

（法政研究 87－1－44）
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連
絡
が
取
れ
ず
、
ま
た
は
、
彼
ら
の
身
元
が
不
明
で
あ
る
が
故

に
、
不
可
能
な
場
合
、

三�　

客
観
的
及
び
事
実
的
要
素
に
基
づ
き
、
刑
事
手
続
き
を
顕
著

な
態
様
で
危
険
に
さ
ら
し
う
る
場
合
。

②�

前
項
の
対
象
と
な
る
場
合
、
少
年
は
、
こ
れ
ら
の
通
知
を
受
領

し
、
手
続
の
間
、
少
年
を
援
助
す
る
た
め
に
、
権
限
の
あ
る
官

憲
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
べ
き
適
当
な
成
人
を
指
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
少
年
が
成
人
を
誰
も
指
名
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
、

指
名
さ
れ
た
成
人
が
権
限
の
あ
る
官
憲
に
は
承
認
し
か
ね
る
場

合
、
共
和
国
検
事
、
少
年
係
判
事
ま
た
は
予
審
判
事
は
、
少
年

の
優
越
的
利
益
を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
受
領
し
か
つ
少

年
を
援
助
す
る
た
め
に
別
の
者
を
指
名
す
る
。

③�

こ
の
者
は
、
同
様
に
、
少
年
の
保
護
に
関
す
る
権
限
者
ま
た
は

権
限
を
有
す
る
機
関
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

特
に
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
〇
七
―
五
一
条
の
適
用
に
基
づ
き

作
成
さ
れ
る
リ
ス
ト
に
従
い
記
載
さ
れ
る
専
用
の
代
表
者
で
も

可
能
で
あ
る
。

第
Ｌ
．
三
一
一
―
三
条

①
適
当
な
成
人
は
、
以
下
の
役
割
を
有
す
る
。

一�　

少
年
に
対
し
て
言
渡
さ
れ
る
諸
措
置
及
び
少
年
に
通
知
さ
れ

る
諸
権
利
に
関
す
る
情
報
を
受
領
す
る
こ
と
、

二�　

審
問
、
並
び
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該
活
動
を
行
う
官
憲

が
、
援
助
さ
れ
る
こ
と
が
少
年
の
優
越
的
利
益
と
な
り
、
か

つ
、
こ
れ
ら
の
者
の
存
在
が
手
続
を
妨
害
し
な
い
で
あ
ろ
う
と

評
価
す
る
場
合
の
聴
聞
ま
た
は
尋
問
に
際
し
て
の
援
助
。
調
査

の
間
、
少
年
の
聴
聞
ま
た
は
尋
問
が
、
そ
れ
ら
の
者
な
し
に
開

始
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
へ
通
知
さ
れ
た
と
き
か
ら
数
え

て
二
時
間
を
経
過
し
た
後
で
あ
る
。

②�

指
名
さ
れ
た
成
人
は
、
留
置
さ
れ
て
い
る
少
年
の
医
学
診
断
を

要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
成
人
が
、
留
置
開
始
段
階
に

確
保
さ
れ
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
少
年
の
医
学
診
断
は
義
務

的
と
な
る
。

第
Ｌ
．
三
一
一
―
四
条

第
Ｌ
．
三
一
一
―
二
条
の
対
象
と
な
る
条
件
が
も
は
や
満
た
さ
れ

な
い
場
合
、
手
続
の
継
続
の
た
め
に
、
情
報
は
親
権
保
持
者
に
付
与

さ
れ
、
か
つ
、
親
権
保
持
者
が
少
年
を
援
助
す
る
。

第
Ｌ
．
三
一
一
―
五
条

①�
被
訴
追
少
年
の
法
定
代
理
人
が
裁
判
官
ま
た
は
少
年
の
た
め
の

裁
判
機
関
の
面
前
へ
の
召
喚
に
従
わ
な
い
場
合
、
当
該
裁
判
官

（87－1－45）
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ま
た
は
当
該
裁
判
所
は
、
尋
問
の
た
め
に
、
職
権
に
よ
り
ま
た

は
検
察
官
の
請
求
に
基
づ
き
、
警
察
力
を
用
い
て
、
法
定
代
理

人
を
自
ら
の
面
前
に
即
時
に
引
致
す
る
旨
命
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。

②�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
出
頭
し
な
い
法
定
代
理
人
は
、
検
察
官
の

請
求
に
基
づ
き
、
事
件
を
付
託
さ
れ
た
裁
判
官
ま
た
は
裁
判
所

に
よ
り
、
総
額
三
七
五
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
得
な
い
罰
金
、
ま
た

は
、
親
権
者
責
任
研
修
を
命
じ
ら
れ
う
る
。

③�

当
該
罰
金
は
、
そ
の
後
法
定
代
理
人
が
召
喚
に
応
じ
た
場
合

に
、
罰
金
を
言
い
渡
し
た
裁
判
官
ま
た
は
裁
判
所
に
よ
り
撤
回

さ
れ
う
る
。

④�

第
一
項
の
適
用
に
基
づ
き
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
通

知
か
ら
数
え
て
一
〇
日
以
内
に
、
そ
れ
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所

の
管
轄
地
に
あ
る
、
単
独
判
事
が
裁
定
を
下
す
軽
罪
裁
判
所

に
、
当
該
決
定
の
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
２
編
：
調
査
及
び
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置

第
１
章
：
通
則

第
Ｌ
．
三
二
一
―
一
条

①�

本
編
に
規
定
さ
れ
る
教
育
的
調
査
に
関
す
る
司
法
上
の
措
置
及

び
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
間

で
、
ま
た
、
少
年
に
適
用
可
能
な
保
安
上
の
諸
措
置
と
と
も
に

併
課
さ
れ
う
る
。

②�

す
で
に
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
教
育
的
調
査
に
関
す
る
司
法
上
の

措
置
及
び
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
は
、
少
年
に
対
し

て
保
安
上
の
措
置
が
言
い
渡
さ
れ
る
場
合
に
も
継
続
さ
れ
る
。

第
２
章
：
少
年
の
人
格
に
関
す
る
調
査

第
１
節
：
少
年
の
人
格
及
び
状
況
に
関
す
る
調
査

第
Ｌ
．
三
二
二
―
一
条

重
罪
、
軽
罪
、
ま
た
は
、
第
五
級
違
警
罪
で
有
罪
で
あ
る
と
宣
告

さ
れ
た
少
年
に
対
し
、
教
育
的
措
置
ま
た
は
刑
罰
の
言
渡
し
を
行
う

あ
ら
ゆ
る
決
定
に
先
立
ち
、
少
年
の
人
格
、
少
年
の
社
会
的
及
び
家

族
上
の
状
況
に
関
す
る
十
分
な
知
識
を
獲
得
し
、
対
象
と
な
る
決
定

の
一
貫
性
を
保
証
す
る
た
め
に
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
二
条

刑
事
訴
訟
法
典
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
鑑
定
及
び
そ
の
他
の
調
査
措

置
に
加
え
、
少
年
の
人
格
及
び
状
況
に
関
す
る
諸
要
素
を
収
集
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
措
置
が
命
じ
ら
れ
う
る
。

一　

社
会
―
教
育
上
の
情
報
収
集
、

二　

教
育
的
調
査
に
関
す
る
司
法
上
の
教
育
的
措
置
。

（法政研究 87－1－46）
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第
Ｌ
．
三
二
二
―
三
条

①�
社
会
教
育
上
の
情
報
収
集
は
、
少
年
の
人
格
及
び
状
況
に
関
す

る
諸
要
素
の
総
合
的
評
価
と
な
る
。
当
該
収
集
は
、
少
年
の
状

況
に
関
し
有
益
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
含
む
報
告
書
、
並
び
に
、

教
育
的
提
案
ま
た
は
少
年
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
に
適
し
た

措
置
の
提
案
の
資
料
と
な
る
。

②�

当
該
収
集
は
、
共
和
国
検
事
、
予
審
判
事
、
及
び
、
専
門
化
さ

れ
た
判
決
裁
判
所
に
よ
り
命
じ
ら
れ
う
る
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
四
条

①�

共
和
国
検
事
が
、
少
年
係
判
事
、
予
審
判
事
、
ま
た
は
、
少
年

裁
判
所
に
事
件
を
付
託
す
る
場
合
、
社
会
教
育
上
の
情
報
収
集

を
共
和
国
検
事
が
命
じ
る
。

②
社
会
教
育
上
の
情
報
収
集
は
、
手
続
に
加
え
ら
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
五
条

予
審
を
開
始
さ
れ
も
し
く
は
判
決
裁
判
所
へ
召
喚
さ
れ
た
少
年
が

勾
留
に
付
さ
れ
る
た
め
、
ま
た
は
、
勾
留
延
長
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

請
求
も
し
く
は
決
定
の
前
に
、
社
会
教
育
上
の
情
報
収
集
が
義
務
的

と
な
る
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
六
条

当
事
者
が
訴
追
当
日
に
成
人
と
な
っ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

二
一
歳
を
超
え
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
第
Ｌ
．
三
二
二
―
四
条

及
び
第
Ｌ
．
三
二
二
―
五
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
七
条

①�

調
査
に
関
す
る
司
法
上
の
教
育
的
措
置
は
、
必
要
に
応
じ
て
医

学
的
側
面
に
対
す
る
も
の
も
含
め
た
、
少
年
の
人
格
及
び
状
況

の
詳
細
か
つ
学
際
的
評
価
か
ら
な
る
。

②�

当
該
措
置
は
、
少
年
係
判
事
、
予
審
判
事
、
及
び
、
少
年
の
た

め
の
判
決
裁
判
所
に
よ
り
、
刑
事
手
続
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お

い
て
命
じ
ら
れ
う
る
。

③�

当
該
措
置
は
、
少
年
司
法
保
護
局
の
部
局
及
び
機
関
、
ま
た
は
、

認
可
さ
れ
た
民
間
部
門
に
よ
り
実
施
さ
れ
う
る
。

④�

当
該
収
集
は
、
少
年
の
状
況
に
関
す
る
有
益
な
あ
ら
ゆ
る
情

報
、
並
び
に
、
教
育
的
提
案
ま
た
は
少
年
の
社
会
復
帰
を
促
進

す
る
に
適
し
た
措
置
の
提
案
を
含
む
報
告
書
の
資
料
と
な
る
。

第
２
節
：
人
格
に
関
す
る
単
独
書
類

第
Ｌ
．
三
二
二
―
八
条

①�

人
格
に
関
す
る
単
独
書
類
は
、
刑
事
訴
追
に
際
し
て
、
少
年
を

（87－1－47）
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通
常
よ
く
知
る
少
年
係
判
事
に
よ
り
、
少
年
が
、
保
安
上
の
措

置
、
教
育
的
措
置
、
ま
た
は
、
社
会
教
育
上
の
情
報
収
集
と
は

異
な
る
調
査
措
置
の
対
象
と
な
る
場
合
に
作
成
さ
れ
る
。

②�

当
該
書
類
は
同
様
に
、
少
年
係
判
事
は
、
少
年
の
た
め
の
判
決

裁
判
所
に
よ
り
言
い
渡
さ
れ
る
刑
罰
ま
た
は
教
育
的
措
置
の
適

用
を
付
託
さ
れ
る
場
合
に
、
少
年
係
判
事
に
よ
り
閲
覧
さ
れ
る
。

③�

少
年
に
関
す
る
手
続
を
付
託
さ
れ
た
予
審
判
事
は
、
人
格
に
関

す
る
単
独
書
類
に
添
付
さ
れ
る
べ
き
書
類
を
少
年
係
判
事
に
送

付
す
る
。

④�

当
該
書
類
は
、
少
年
の
た
め
の
裁
判
機
関
で
な
さ
れ
る
刑
事
手

続
に
お
い
て
の
み
利
用
さ
れ
う
る
。

⑤�

人
格
に
関
す
る
単
独
書
類
が
少
年
の
成
人
後
に
保
管
さ
れ
る
た

め
の
条
件
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
・
タ
の
デ
ク
レ
に
よ
り
規
定

さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
九
条

少
年
係
判
事
は
、
人
格
に
関
す
る
単
独
書
類
に
次
の
も
の
を
添
付

す
る
。

一�　

異
な
る
裁
判
所
の
管
轄
に
お
け
る
も
の
を
含
め
、
少
年
が
対

象
と
な
る
ま
た
は
対
象
と
な
っ
た
刑
事
手
続
で
収
集
さ
れ
た
少

年
の
人
格
に
関
す
る
書
類
の
複
写
、

二�　

必
要
に
応
じ
て
、
少
年
が
対
象
と
な
る
ま
た
は
対
象
と
な
っ

た
教
育
的
援
助
手
続
か
ら
明
ら
か
と
な
る
少
年
の
人
格
並
び
に

少
年
の
社
会
及
び
家
庭
上
の
環
境
に
関
す
る
有
益
な
書
類
の
複

写
。

第
Ｌ
．
三
二
二
―
一
〇
条

①�

当
該
少
年
の
手
続
及
び
状
況
に
つ
き
裁
判
権
を
有
す
る
司
法
官

及
び
裁
判
所
に
加
え
、
次
の
者
は
、
人
格
に
関
す
る
単
独
書
類

に
ア
ク
セ
ス
す
る
。

一　

少
年
の
弁
護
人
及
び
法
定
代
理
人
、

二�　

私
訴
原
告
人
の
弁
護
人
、
但
し
、
少
年
が
対
象
と
な
っ
た
教

育
的
援
助
手
続
に
際
し
て
収
集
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
少

年
係
判
事
が
そ
の
交
付
が
少
年
の
利
益
に
反
す
る
と
評
価
す
る

場
合
に
は
、
伝
達
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三�　

弁
護
人
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
い
な
い
場
合
、
教
育
的
措
置

及
び
刑
罰
の
適
用
に
関
し
判
断
す
る
少
年
の
た
め
の
裁
判
所
の

審
理
日
に
成
人
と
な
っ
て
い
る
少
年
、

四　

少
年
司
法
保
護
局
の
機
関
及
び
施
設
の
職
員
、

五�　

少
年
係
判
事
の
許
可
の
下
、
鑑
定
人
と
し
て
任
命
さ
れ
る
心

理
学
者
ま
た
は
精
神
医
学
者
、
並
び
に
、
少
年
に
関
す
る
司
法

的
措
置
を
付
託
さ
れ
た
認
可
を
受
け
た
民
間
部
門
の
機
関
も
し

（法政研究 87－1－48）
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く
は
施
設
の
職
員
。

②�
弁
護
人
に
限
り
、
書
類
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
複
写
が
配
布
さ

れ
う
る
。
弁
護
人
は
、
そ
の
よ
う
に
入
手
し
た
複
写
物
、
ま
た

は
、
こ
れ
等
の
書
類
の
複
製
を
自
ら
の
依
頼
人
に
交
付
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

③�

人
格
に
関
す
る
単
独
書
類
に
含
ま
れ
る
情
報
は
、
秘
匿
さ
れ

る
。
手
続
の
当
事
者
が
、
人
格
に
関
す
る
単
独
書
類
に
含
ま
れ

る
情
報
を
第
三
者
に
漏
洩
す
る
行
為
は
、
三
七
五
〇
ユ
ー
ロ
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。

第
３
章
：
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置

第
Ｌ
．
三
二
三
―
一
条

①�

第
Ｌ
．
一
一
二
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
一
一
二
―
一
五
条
に
規
定

さ
れ
る
司
法
上
の
教
育
的
措
置
は
、
制
裁
の
言
渡
し
に
先
だ
つ

手
続
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
一
時
的
に
言
い
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。

②�

こ
の
際
、
当
該
措
置
は
、
第
Ｌ
．
一
一
二
―
二
条
第
一
号
乃
至

第
七
号
に
規
定
さ
れ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
禁
止
の
み
か
ら
な

り
、
こ
れ
等
モ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
禁
止
は
択
一
的
ま
た
は
重
畳
的

に
言
渡
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③�

当
該
措
置
の
枠
組
に
お
い
て
、
少
年
に
対
し
児
童
社
会
扶
助
機

関
へ
の
委
託
が
命
じ
ら
れ
う
る
。

第
Ｌ
．
三
二
三
―
二
条

①�

一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
の
方
法
及
び
内
容
は
、
弁
護

人
及
び
法
定
代
理
人
の
出
席
す
る
少
年
の
審
理
の
後
に
言
い
渡

さ
れ
う
る
。

②�

少
年
ま
た
は
記
載
さ
れ
た
直
近
の
住
所
に
対
し
て
正
式
に
召
喚

さ
れ
た
法
定
代
理
人
が
出
廷
し
な
い
場
合
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
の
方
法
ま
た
は
内
容

は
、
命
じ
ら
れ
ま
た
は
修
正
さ
れ
う
る
。

③�

一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
及
び
一
時
的
措
置
と
し
て
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
措
置
を
命
じ
る
決
定
は
、
仮
執
行
さ
れ
る
と
と

も
に
、
上
訴
の
余
地
を
有
す
る
。

④�

常
に
、
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
の
方
法
ま
た
は
内
容

は
修
正
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
判
事
は
、
そ
の
解
除
を
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
Ｌ
．
三
二
三
―
三
条

一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措
置
は
、
当
該
措
置
を
言
い
渡
さ
れ

る
日
に
、
当
事
者
が
成
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
言
渡
さ
れ
う
る
。

但
し
、
当
該
措
置
の
執
行
を
二
一
歳
を
超
え
て
続
け
る
こ
と
は
で
き

（87－1－49）
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な
い
。

�

（
大
貝
葵
）

第
３
編
：
保
安
処
分

第
１
章
：
司
法
統
制
処
分

第
Ｌ
．
三
三
一
―
一
条

①�

一
三
歳
以
上
の
少
年
は
、
本
章
の
諸
規
定
を
留
保
し
つ
つ
、
刑

事
訴
訟
法
典
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
理
由
を

付
し
た
命
令
に
よ
っ
て
、
司
法
統
制
処
分
に
付
さ
れ
う
る
。

②�

一
六
歳
以
上
の
少
年
は
、
重
罪
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、
司
法
統

制
処
分
に
付
さ
れ
う
る
。
一
六
歳
以
上
の
少
年
は
、
軽
罪
に
関

し
て
、
以
下
の
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
に
の
み
、
司
法
統
制
処

分
に
付
さ
れ
う
る
。

一　

科
さ
れ
る
拘
禁
刑
が
七
年
以
上
の
場
合
、

二�　

科
さ
れ
る
拘
禁
刑
が
五
年
以
上
で
、
か
つ
、
当
該
少
年
が
既

に
、
過
去
一
年
間
で
報
告
が
な
さ
れ
た
、
教
育
的
措
置
、
司
法

上
の
教
育
的
調
査
措
置
、
保
安
処
分
、
有
責
性
の
宣
告
ま
た
は

他
の
手
続
の
枠
内
で
宣
告
さ
れ
た
刑
罰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

場
合
、

三�　

科
さ
れ
る
拘
禁
刑
が
故
意
の
暴
行
、
性
的
侵
害
の
軽
罪
ま
た

は
暴
行
の
加
重
事
情
を
伴
う
軽
罪
に
つ
き
五
年
以
上
の
場
合
。

③�

一
六
歳
以
上
の
少
年
は
、
重
罪
刑
、
ま
た
は
、
軽
罪
に
関
し
て
、

刑
事
訴
訟
法
典
第
一
三
八
条
第
一
項
の
諸
規
定
に
従
っ
て
拘
禁

刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、
司
法
統
制
処
分
に
付
さ
れ
う
る
。

第
Ｌ
．
三
三
一
―
二
条

①�

司
法
統
制
処
分
は
、
少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事

ま
た
は
自
由
と
拘
禁
判
事
の
決
定
に
従
い
、
以
下
の
義
務
に
服

す
る
こ
と
を
少
年
に
強
制
す
る
。

一�　

少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
に
よ
っ
て
ま
た
は
自
由
と
拘
禁

判
事
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
地
理
的
制
限
を
超
え
な
い
こ
と
、

二�　

少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事
ま
た
は
自
由
と
拘

禁
判
事
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
住
所
ま
た
は
居
所
を
こ
の
司
法

官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
及
び
理
由
に
よ
ら
ず
不
在
に
す

る
こ
と
、

三�　

一
定
の
場
所
に
赴
か
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
少
年
係
判
事
、

少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事
に
よ
っ
て
も
し
く
は
自
由
と
拘
禁
判

事
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
場
所
に
し
か
行
か
な
い
こ
と
、

四�　

少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事
ま
た
は
自
由
と
拘

禁
判
事
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
、
公
道
上
の
デ

モ
に
参
加
し
な
い
こ
と
、

五�　

少
年
係
判
事
ま
た
は
予
審
判
事
に
対
し
て
特
定
さ
れ
た
制
限

（法政研究 87－1－50）
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を
超
え
る
全
て
の
移
動
を
通
知
す
る
こ
と
、

六�　

少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事
、
自
由
と
拘
禁
判

事
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
機
関
、
認
可
を
受
け
た
団
体
、
ま
た

は
官
憲
に
定
期
的
に
出
頭
す
る
こ
と
、
な
お
、
こ
れ
ら
の
機
関
、

団
体
ま
た
は
官
憲
は
、
少
年
に
対
し
て
非
難
が
向
け
ら
れ
て
い

る
行
為
に
関
し
、
最
も
厳
格
な
守
秘
義
務
を
負
う
、

七�　

あ
ら
ゆ
る
身
分
を
証
明
す
る
書
面
、
と
り
わ
け
、
パ
ス
ポ
ー

ト
を
身
分
証
明
に
相
当
す
る
預
か
り
証
と
引
き
換
え
に
書
記

課
、
警
察
ま
た
は
憲
兵
に
提
出
す
る
こ
と
、

八�　

酒
気
探
知
機
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置
が
当
初
か
ら
据

え
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
後
に
指
定
専
門
家
に
よ
っ
て

も
配
備
さ
れ
て
い
な
い
、
全
て
の
車
両
ま
た
は
特
定
の
車
両
の

運
転
を
し
な
い
こ
と
、
及
び
、
必
要
な
場
合
、
預
か
り
証
と
引

き
換
え
に
運
転
免
許
証
を
書
記
課
に
提
出
す
る
こ
と
、

九�　

少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事
ま
た
は
自
由
と
拘

禁
判
事
に
よ
っ
て
特
に
指
定
さ
れ
た
者
と
面
会
ま
た
は
会
談
し

な
い
こ
と
、
及
び
、
い
か
な
る
態
様
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
者
と

交
際
し
な
い
こ
と
。
指
定
さ
れ
た
者
が
被
害
者
ま
た
は
私
訴
原

告
人
で
あ
る
場
合
、
判
事
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
三
八
―
一

条
の
諸
規
定
に
従
い
、
こ
れ
を
行
う
。

一�

〇　

特
に
解
毒
の
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入
院
制
度
の
下

で
、
検
査
、
治
療
ま
た
は
ケ
ア
の
措
置
に
服
す
る
こ
と
。
司
法

統
制
処
分
に
付
す
旨
の
命
令
の
複
写
は
、
少
年
係
判
事
、
少
年

裁
判
所
ま
た
は
予
審
判
事
に
よ
っ
て
、
当
該
少
年
を
監
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
医
師
ま
た
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
送
付
さ

れ
る
。
調
査
、
予
審
、
教
育
的
観
察
の
間
に
実
施
さ
れ
た
鑑
定

の
報
告
書
は
、
医
師
ま
た
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
、
彼
ら
の

請
求
に
よ
り
、
ま
た
は
、
少
年
係
判
事
ま
た
は
予
審
判
事
の
主

導
に
よ
り
、
送
付
さ
れ
る
。
少
年
係
判
事
ま
た
は
予
審
判
事
は
、

同
様
に
、
医
師
ま
た
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
、
一
件
書
類
に

含
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
有
益
な
書
面
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一�

一　

新
た
な
犯
罪
の
実
行
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
少
年
と
の
日
常

的
な
接
触
を
含
む
活
動
を
実
施
し
な
い
こ
と
、

一�

二　

武
器
を
所
持
ま
た
は
携
帯
し
な
い
こ
と
、
及
び
、
必
要
な

場
合
、
預
か
り
証
と
引
き
換
え
に
、
対
象
者
が
所
持
者
で
あ
る

武
器
を
書
記
課
に
提
出
す
る
こ
と
、

一�

三　

配
偶
者
、
自
己
の
子
ど
も
ま
た
は
配
偶
者
の
子
ど
も
に
対

し
て
な
さ
れ
た
犯
罪
の
場
合
、
夫
婦
の
住
所
ま
た
は
居
所
外
に

居
住
す
る
こ
と
、
及
び
、
必
要
な
場
合
、
こ
の
住
所
も
し
く
は

居
所
ま
た
は
そ
の
付
近
に
出
没
し
な
い
こ
と
、
並
び
に
、
必
要

な
場
合
、
保
健
的
、
社
会
的
ま
た
は
心
理
学
的
ケ
ア
の
対
象
と

な
る
こ
と
、
本
項
の
諸
規
定
は
、
同
様
に
、
犯
罪
が
被
害
者
の

（87－1－51）
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元
配
偶
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
で
、
当
該
住
所
が
被
害
者

の
住
所
で
あ
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
本
項
の
適
用
の
た

め
、
少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
ま
た
は
予
審
判
事
は
、
行
為

主
体
を
夫
婦
の
住
居
の
外
に
居
住
さ
せ
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い

て
、
可
及
的
速
や
か
に
か
つ
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
被
害

者
の
意
見
を
聴
取
し
ま
た
は
聴
取
さ
せ
る
。
特
段
の
事
情
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
こ
の
措
置
は
、
繰
り
返
さ
れ
う
る
暴
力
行
為

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
、
被
害
者
が
こ
の
措
置
を
要
求

す
る
場
合
に
行
わ
れ
る
。

一�

四　

対
象
者
の
再
社
会
化
及
び
市
民
と
し
て
の
価
値
の
獲
得
を

可
能
に
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
、
保
健
的
、
社
会
的
、
教
育
的

ま
た
は
心
理
学
的
ケ
ア
の
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
、
こ
の
ケ
ア

は
、
必
要
な
場
合
、
対
象
者
が
居
住
す
る
必
要
の
あ
る
、
適
応

し
た
受
け
入
れ
施
設
内
部
で
行
わ
れ
う
る
。

②�

こ
の
決
定
は
、
同
様
に
、
と
り
わ
け
、
少
年
に
対
し
て
、
成
人

ま
で
、
第
Ｌ
．
一
一
二
―
一
四
条
で
定
め
ら
れ
る
教
育
的
収
容

の
条
件
、
ま
た
は
、
閉
鎖
型
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
収
容
条
件
の

遵
守
を
命
じ
う
る
。
収
容
措
置
は
、
六
ヶ
月
間
し
か
命
じ
ら
れ

え
ず
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
っ
て
一
回
の
み
、
最
長
六
ヶ

月
間
更
新
さ
れ
う
る
。

③�

少
年
に
よ
る
自
己
に
課
さ
れ
た
義
務
に
対
す
る
違
反
は
、
直
ち

に
、
当
該
措
置
の
実
施
の
任
を
負
う
機
関
に
よ
っ
て
委
任
司
法

官
に
通
報
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
一
―
三
条

①�

少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予
審
判
事
ま
た
は
自
由
と
拘
禁

判
事
は
、
少
年
に
対
し
て
、
少
年
の
弁
護
人
及
び
そ
の
法
定
代

理
人
、
ま
た
は
、
正
式
に
召
喚
さ
れ
た
法
定
代
理
人
の
面
前
で
、

少
年
に
課
さ
れ
る
義
務
を
口
頭
で
通
告
し
、
こ
れ
ら
の
義
務
に

違
反
し
た
場
合
、
少
年
が
勾
留
に
付
さ
れ
う
る
旨
通
知
す
る
。

こ
の
手
続
に
関
す
る
特
記
事
項
は
、
司
法
官
及
び
少
年
に
よ
っ

て
署
名
さ
れ
た
調
書
、
ま
た
は
、
必
要
な
場
合
、
公
判
記
録
に

記
載
さ
れ
る
。

②�

司
法
統
制
処
分
に
付
す
旨
の
決
定
が
釈
放
を
伴
う
場
合
、
少
年

の
弁
護
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
か
つ
直
ち
に
召
喚
さ

れ
る
。
報
告
書
の
複
写
は
、
判
事
に
よ
っ
て
、
共
和
国
検
事
に

送
付
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
一
―
四
条

①�
軽
罪
に
関
し
て
、
一
六
歳
未
満
の
少
年
が
司
法
統
制
処
分
に
付

さ
れ
る
に
は
、
検
察
官
が
当
該
処
分
の
請
求
を
行
う
対
審
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
で
は
、
裁
判
官
は
、
少
年
の
意
見
、

（法政研究 87－1－52）
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及
び
、
少
年
の
弁
護
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
。
判
事
は
、
法
定

代
理
人
及
び
少
年
を
観
護
す
る
機
関
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

②�

第
Ｌ
．
三
三
一
―
三
条
の
諸
規
定
に
反
し
て
、
判
事
は
、
少
年

に
対
し
て
、
少
年
の
弁
護
人
及
び
そ
の
法
定
代
理
人
、
ま
た
は
、

正
式
に
召
喚
さ
れ
た
法
定
代
理
人
の
面
前
で
、
少
年
に
課
さ
れ

る
義
務
を
口
頭
で
通
告
し
、
以
下
の
事
項
を
通
知
す
る
。

一�　

第
Ｌ
．
三
三
一
―
二
条
第
一
号
乃
至
第
一
四
号
に
列
挙
さ
れ

る
義
務
、
ま
た
は
、
教
育
的
収
容
の
条
件
の
遵
守
義
務
に
違
反

し
た
場
合
、
司
法
統
制
処
分
が
閉
鎖
型
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
収

容
の
た
め
に
修
正
さ
れ
う
る
こ
と
、

二�　

閉
鎖
型
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
収
容
に
従
う
義
務
に
違
反
し
た

場
合
、
当
該
少
年
が
第
Ｌ
．
三
三
四
―
四
条
の
諸
規
定
に
従
っ

て
勾
留
に
付
さ
れ
う
る
こ
と
。

③�

こ
れ
ら
の
手
続
に
関
す
る
特
記
事
項
は
、
司
法
官
及
び
少
年
に

よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
調
書
に
記
載
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
一
―
五
条

少
年
係
判
事
ま
た
は
予
審
判
事
は
、
職
権
に
よ
り
、
少
年
、
少
年

の
法
定
代
理
人
ま
た
は
少
年
を
観
護
す
る
者
の
請
求
、
ま
た
は
、
共

和
国
検
事
の
請
求
に
よ
り
、
司
法
統
制
処
分
の
修
正
ま
た
は
解
除
を

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
Ｌ
．
三
三
一
―
六
条

性
犯
罪
に
関
す
る
情
報
共
有
に
係
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
三
八
―

二
条
の
諸
規
定
は
、
予
審
判
事
、
自
由
と
拘
禁
判
事
、
少
年
係
判
事

ま
た
は
少
年
裁
判
所
に
よ
っ
て
少
年
に
命
じ
ら
れ
る
司
法
統
制
処
分

に
適
用
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
一
―
七
条

①�

少
年
は
、
第
Ｌ
．
三
三
一
―
二
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
、

第
八
号
、
第
九
号
、
第
一
二
号
及
び
第
一
三
号
に
よ
っ
て
課
さ

れ
る
義
務
、
ま
た
は
、
同
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
閉
鎖
型
教

育
セ
ン
タ
ー
へ
の
収
容
に
従
う
義
務
に
違
反
し
た
と
疑
う
に
足

る
相
当
な
一
つ
ま
た
は
複
数
の
理
由
が
存
す
る
場
合
、
刑
事
訴

訟
法
典
第
一
四
一
―
四
条
に
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
留

置
さ
れ
う
る
。

②�

留
置
さ
れ
た
少
年
は
、
第
Ｌ
．
三
三
二
―
一
条
に
定
め
ら
れ
る

権
利
の
恩
恵
を
受
け
る
。

第
２
章
：
少
年
の
た
め
の
裁
判
機
関
の
令
状
執
行

第
Ｌ
．
三
三
二
―
一
条
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①�

刑
事
訴
訟
法
典
第
一
三
一
―
一
条
の
適
用
に
よ
り
、
召
喚
状
、

勾
引
状
も
し
く
は
逮
捕
状
の
枠
内
で
、
少
年
が
留
置
さ
れ
る
場

合
、
ま
た
は
、
同
法
典
第
六
九
五
―
二
六
条
以
下
の
適
用
に
よ

り
、
欧
州
逮
捕
状
の
執
行
で
少
年
が
逮
捕
さ
れ
る
場
合
、
司
法

警
察
官
は
、
こ
の
留
置
の
開
始
時
か
ら
、
少
年
の
法
定
代
理
人
、

少
年
が
委
託
さ
れ
る
者
も
し
く
は
機
関
、
ま
た
は
、
本
法
典
に

お
い
て
定
め
ら
れ
る
場
合
に
適
切
な
他
の
成
人
に
そ
の
旨
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②�

弁
護
人
に
よ
る
援
助
、
健
康
診
断
、
審
理
の
録
音･

録
画
に
関

す
る
本
法
典
第
Ｌ
．
四
一
三
―
一
条
乃
至
第
Ｌ
．
四
一
三
―
一

五
条
の
諸
規
定
は
、
適
用
さ
れ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
二
―
二
条

①�

刑
事
訴
訟
法
典
第
六
九
五
―
三
〇
条
の
適
用
に
よ
る
欧
州
逮
捕

状
の
執
行
に
関
し
て
予
審
部
で
行
わ
れ
る
審
理
は
、
公
開
さ
れ

な
い
。

②�

こ
の
審
理
の
際
、
少
年
は
、
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
。
少
年

ま
た
は
親
権
保
持
者
に
よ
る
弁
護
人
の
選
任
が
な
い
場
合
、
少

年
係
判
事
ま
た
は
少
年
裁
判
所
は
、
弁
護
士
会
会
長
に
職
権
氏

名
弁
護
人
を
指
名
さ
せ
る
。

第
３
章
：
電
子
監
視
付
居
住
指
定

第
Ｌ
．
三
三
三
―
一
条

①�

一
六
歳
以
上
の
少
年
は
、
科
さ
れ
る
刑
罰
が
三
年
以
上
の
拘
禁

刑
で
あ
る
場
合
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
三
七
条
及
び
第
一
四
二

―
五
条
乃
至
第
一
四
二
―
一
三
条
で
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い

て
か
つ
そ
の
態
様
に
従
い
、
少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
、
予

審
判
事
ま
た
は
自
由
と
拘
禁
判
事
に
よ
っ
て
、
電
子
監
視
付
き

で
居
住
場
所
が
指
定
さ
れ
う
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
機
関
は
、
少

年
司
法
保
護
局
の
機
関
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
対
象
者
が
決

定
時
に
成
人
の
場
合
は
社
会
復
帰･

保
護
観
察
官
の
意
見
を
聴

取
し
た
後
、
裁
定
を
下
す
。

②�

当
該
少
年
に
は
、
さ
ら
に
、
第
Ｌ
．
三
三
一
―
二
条
第
一
号
乃

至
第
一
四
号
に
定
め
ら
れ
る
義
務
が
課
さ
れ
う
る
。

③
移
動
型
電
子
監
視
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。

第
Ｌ
．
三
三
三
―
二
条

電
子
監
視
付
居
住
指
定
が
少
年
の
法
定
代
理
人
の
住
居
の
場
合
、

法
定
代
理
人
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
、
判
事
ま
た
は
裁
判
機
関
に

よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
取
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
４
章
：
勾
留

第
Ｌ
．
三
三
四
―
一
条

　

一
三
歳
未
満
の
少
年
は
、
勾
留
に
付
さ
れ
え
な
い
。

第
Ｌ
．
三
三
四
―
二
条

少
年
の
勾
留
が
、
本
章
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
場
合
及
び
条
件
に

お
い
て
、
少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所
ま
た
は
自
由
と
拘
禁
判
事
に

よ
っ
て
命
じ
ら
れ
ま
た
は
延
長
さ
れ
う
る
の
は
、
こ
の
措
置
が
不
可

欠
で
、
か
つ
、
手
続
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
精
確
か
つ
詳
細
な
デ
ー

タ
及
び
あ
ら
か
じ
め
収
集
さ
れ
た
人
格
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
照
ら

し
、
こ
の
措
置
が
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
四
四
条
に
挙
げ
ら
れ
る
目
的

の
一
つ
を
達
成
す
る
唯
一
の
手
段
を
構
成
し
、
こ
れ
ら
の
目
的
が
司

法
統
制
処
分
ま
た
は
電
子
監
視
付
居
住
指
定
で
は
達
成
さ
れ
え
な
い

場
合
の
み
で
あ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
四
―
三
条

①�

少
年
が
勾
留
に
付
さ
れ
る
場
合
、
少
年
係
判
事
、
少
年
裁
判
所

ま
た
は
自
由
と
拘
禁
判
事
は
、
一
時
的
な
司
法
上
の
教
育
的
措

置
を
宣
告
し
う
る
。

②�

勾
留
の
対
象
と
な
っ
た
少
年
が
手
続
の
間
に
釈
放
さ
れ
る
場

合
、
当
該
少
年
は
、
そ
の
釈
放
の
た
め
、
一
時
的
な
司
法
上
の

教
育
的
措
置
の
対
象
と
な
る
。

第
Ｌ
．
三
三
四
―
四
条

一
六
歳
未
満
の
少
年
に
勾
留
が
命
じ
ら
れ
う
る
の
は
、
以
下
の
一

つ
に
該
当
す
る
場
合
の
み
で
あ
る
。

一　

少
年
に
重
罪
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、

二�　

少
年
に
軽
罪
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
で
、
司
法
統
制
処
分
の
枠

内
で
宣
告
さ
れ
た
閉
鎖
型
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
収
容
条
件
を
遵

守
す
る
義
務
に
少
年
が
故
意
に
違
反
し
た
場
合
。
勾
留
が
命
じ

ら
れ
う
る
の
は
、
こ
の
義
務
に
対
す
る
反
復
的
も
し
く
は
特
に

重
大
な
違
反
の
場
合
、
ま
た
は
、
こ
の
違
反
が
司
法
統
制
処
分

の
他
の
義
務
に
対
す
る
違
反
を
伴
う
場
合
で
、
か
つ
、
こ
れ
ら

の
義
務
の
警
告
ま
た
は
加
重
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
四
四

条
に
定
め
ら
れ
る
目
的
を
達
成
す
る
の
に
十
分
た
り
え
な
い
場

合
の
み
で
あ
る
。

第
Ｌ
．
三
三
四
―
五
条

一
六
歳
以
上
の
少
年
に
勾
留
が
命
じ
ら
れ
う
る
の
は
、
以
下
の
一

つ
に
該
当
す
る
場
合
の
み
で
あ
る
。

一　

少
年
に
重
罪
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、

二　

少
年
に
三
年
以
上
の
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、
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三�　

少
年
が
司
法
統
制
処
分
ま
た
は
電
子
監
視
付
居
住
指
定
の
義

務
に
故
意
に
違
反
し
た
場
合
。
勾
留
が
命
じ
ら
れ
う
る
の
は
、

司
法
統
制
処
分
ま
た
は
電
子
監
視
付
居
住
指
定
の
義
務
に
対
す

る
反
復
的
も
し
く
は
特
に
重
大
な
違
反
の
場
合
で
、
か
つ
、
こ

れ
ら
の
義
務
の
警
告
ま
た
は
加
重
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
一

四
四
条
に
定
め
ら
れ
る
目
的
を
達
成
す
る
の
に
十
分
た
り
え
な

い
場
合
の
み
で
あ
る
。

�

（
井
上
宜
裕
）

�

（
未
完
）

【
付
記
】�

本
資
料
は
、
二
〇
一
九
年
度
末
延
財
団
研
究
会
助
成
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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